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停まっている車
バスの陰から

停まっていた車の脇を

通り抜けようとした軽乗用車が

左から横断してきた男性をはねる

男性は脳挫傷や骨盤を折るなどの重傷

軽乗用車の運転手の前方不注意が事故の原因

２０２６／２／１１（水） １０：０２

１１日午前２時半ごろ、山形県の県道を横断していた男性（５６）が、走って

きた軽乗用車にはねられ、脳挫傷や骨盤を折るなどの重傷。

軽乗用車を運転していた男性（２６）にけがはありませんでした。

現場の道路には別の車が停まっており、軽乗用車がその脇を通り抜けよ

うとした際、左側から横断してきた男性と衝突したということです。

警察は、軽乗用車の運転手の前方不注意が事故の原因とみて、当時の状

況を詳しく調べています。


